
日時と場所：

①7月21日（日） 15：00-17：00 国立京都国際会館 メインホール
（京都府京都市左京区岩倉大鷺町422）

②7月28日（日） 15：00-17：00 学士会館 202号室
（東京都千代田区神田錦町3-28）

内容（各回共通）：

第1部 基調講演「糖尿病～学術的な視点から」「糖尿病～国際的な視点から」
第2部 フロアとのディスカッション

登壇者：

清野裕（JADEC理事長）、植木浩二郎（日本糖尿病学会理事長）
門脇孝（虎の門病院）、津村和大（川崎市立川崎病院）
山田祐一郎（関西電力病院）、山内敏正（東京大学大学院）、
矢部大介（京都大学大学院）、糖尿病のある皆さん

参加費：無料

参加申込み方法：

どなたでもご参加いただけます
こちらのQRコードからお申し込みください

お預かりする個人情報は、開催に関するご案内にのみ

使用させていただき、主催者以外の第三者に開示することは
ありません

共催：JADEC（公益社団法人日本糖尿病協会）

一般社団法人日本糖尿病学会

★東京会場は、定員150名です。
先着順に申し込みを受付て、定員になり次第
締め切らせていただきます。

皆さんのご意見を
お聞かせください

日本の糖尿病の治療は世界水準なのに、なぜ名前だけが
ガラパゴスのままなのか！？
その不思議な現象を学術的、国際的に解き明かし、私たちが今
「糖尿病」と呼びならわしている疾患の本質と適した名前について、
糖尿病のある人と医療者が語り合います。
〝糖尿病があってもいきいきと暮らせる社会をめざして″

【本件のお問合せ先】
JADEC事務局：TEL03-3514-1721／email：office@nittokyo.or.jp
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